

























































































































































































































































































































．‐つり手, 引き手に着目して ， 相手を操るには
どちらの手を意識して動かせばよいのかを考
える ◎
膝車の行い方を理解し，グループ活動を通し
て手（つり手 ， 引き手）の使い方を考える。
授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）
＜授業の流れ＞
1信頼ダンス
ペア活動。片方が目を閉じ
2．膝車
, その相手をまわりとぶつからないよう誘導する
1回目はぶつからないことを意識。
2回目は ， 1回目よりも速い移動。
3回目はつり手のみ。4回目は引き手のみで行う。
ペア活動。膝車の説明を聞き，約束練習をする。
繍
グループ活動。2組のペアを合体させ，4人組をつくる。互いの膝車を見て，技をか
けている様子を観察し，重要となる手を意識しながら相手にわかりやすくアドバイス
をする。
(アドバイス例）
つり手で相手を持ち上げるよ
つり手をもっと強く引いて！
＞
フ
引き手をぐっと引く。まわす。
キュッと引き手を引くと
がとりづらい。
,
に 0
(受けは）バランス
配 島
??
圃
実践事例 保健体育科2年
-91-
授業者廣瀬尋理 授業日12月18B(月)SIR～ 6限
篠ｸﾗｽ,綱認
??．???．?
???????????????
???????????
2年1～ 4組男子
関係・連携の考えられる教科等
｢私たちの生活と文化」（公民）
扱う伝統文化 ｜授業内容
･生活文化
● 地域文化・現代の日本文化
???
??????????????????????????????????????．??????、??????????????????????????《??????《?????????????????
･試合を通じて互いの礼法を確認しよ
･作戦を立てて固め技の試合をしよう
＞
フ 0
特に関わる要素I～Ⅲ
菫睾>：
要素Ⅱ：
薑睾亟
語学力・コミュニケーション能力
主体性・積極性，チャレンジ精神
協調性・柔軟性，責任感・使命感
異文化に対する理解と
日本人としてのアイデンティティ ■一一
????????????????????
教科等で身に付けたい力（本時について）
武道「柔道」
自分の気持ちや考えをわかりやすく人に伝える
U
ことができる。
Ⅱ
U
I
U
U
??
??????????????????????????????????
主に試合前後の礼法について理解する。
勝敗だけでなく相手を尊重したり，自分を律す
る克己の心を表したりすることの大切さを理解
する 0
授業のポイント・流れ（見て欲しい部分，要素I～Ⅲに関わるポイントなど）
1．試合をする上での審判法を理解する。
審判の動作だけでなく，互いに礼を行う場面では，審判がどのように振舞うかが大切
であるということを理解させる。
2．試合前後の礼法を確認する。
試合相手は自分を高めてくれるパートナーであ
るため相手を尊重することを理解させ，それを
服装や態度（礼法）で示すことの大切さを理解
させる。（要素Ⅲ）
3．ペア同士で作戦を考える
ペアで対戦相手の作戦を確認し，練習を行う。
自分がどのような作戦を考えたか相手に伝え，それを基に練習をする（要素I)
4．試合を行う
勝敗だけでなく，礼法をしっかりと行われているか，
班ごとに確認をさせる
5．ペアでアドバイスを送る。
相手に分かるように自分の考えを伝えているか確認す
る（要素I)
6．試合を行う
7．まとめ
